
 

  

 
令和４年度２月号 

幸手市下川崎３８７ 

☎４３－４６１１ 

生徒数 ５６２名 

幸手市立西中学校  

学校だより  
                                 

受験も団体戦 
           校長 野口 祐人 

 「私立入試おつかれサマ 全力出せたぁー？ おはよう」 

 このメッセージは、１月２３日（月）の朝、３年５組の黒板に生徒の文字で大きく

書かれていたメッセージでした。前の日の２２日（日）は、埼玉県私立高校入試の中

心日だったので、その日に受験したクラスの仲間に向けての言葉でした。 

 「受験は、本当に自分との戦いだった」と実感を込めて振り返った、かつての中学

３年生の言葉を聞いたことがありましたが、この生徒が語ったように、受験は、もち

ろん自分自身が自分と向き合い、頑張らねばならないことです。ですが、３年５組が

証明しているとおり、支えてくれる人や応援してくれる人は必ずいるものです。ひと

りで頑張っていると、心が折れそうになってしまうことが多々ありますが、仲間も頑

張っている、自分には応援してくれている人もいる、それがわかれば、負けそうにな

る自分をもう一度奮い立たせることができるものです。仲間であったり、家族であっ

たり、時には先生であったり、目には見えない他の人との絆を感じることができる

と、力をもらえるのです。受験が終わった人も、これからの人も、それぞれが自分の

できることや他人を思いやってできることを考えて実行し、クラスの最後の一人が

進路を決めるまで、クラスの絆を感じられるような、そんなクラスであってほしいと

思います。これは、仲間がいるという学校のよさです。独りでは、できません。３年

生の全クラスが、そして、来年の３年生も、その次も、受験は人生最初の大きな壁だ

からこそ、受験にはクラスみんなで臨む、そんなクラスづくりを続けていってほしい

と思います。 

 ずいぶん前のことですが、私には、受験シーズンになると思い出す、忘れられない

生徒がいます。その生徒は、第一志望の高校に合格するため、一生懸命努力を続けて

いました。このままの自分の力では届かないと思っていたから、その努力は必死でし

たし、見ている私にもそれが伝わってきていました。しかし、結果は無情なものでし

た。その生徒は、流れる涙で目を真っ赤にしながら、私のところに受験の報告をしに

来てくれました。そして、最後に「先生、今までありがとうございました。」との言

葉をくれました。当時の私は、なんと言葉をかけていいかわからず、何か申し訳ない

ような気持ちと、ただただ頭が下がるような思いで混乱してしまって、なんと言って

その生徒をねぎらったのかも覚えていません。自分は、この生徒のために何ができた

のだろうとの思いがぐるぐる頭をまわっているだけでした。この生徒は、自分のこと

しか見えなくなっても全くおかしくない状況にありながら、周りの人に感謝の意を

伝えることができる、本当に素晴らしい人だと思いました。こんな生徒に出会えたこ

とに感謝するとともに、この生徒から私が教えてもらったことは、自分を律する教え

の一つとして、これからも大切にしていきたいと思っています。 
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〇初夏の青空のもと、３年生の学年体育祭が行わ

れました。感染対策を最優先に、生徒が安心して

取り組めるように工夫を凝らしての学年ごとの開

催とさせていただきましたが、生徒は笑顔で、目

を輝かせ、心地よい汗を流していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 如月の主な行事 

１ 水  

２ 木 全校総合 入学説明会（行幸小） 

３ 金  

４ 土  

５ 日  

６ 月  

７ 火  

８ 水  

９ 木 
県公立高等学校入試出願日（郵送）  

人権集会 入学説明会（上髙野小） 

10 金 県公立高等学校入試出願日 授業研究会 

11 土 建国記念の日 

12 日  

13 月 埼玉県公立高等学校入試出願日 

14 火  

15 水 志願先変更 ⑤⑥①②③④の授業 

16 木 志願先変更 専門委員会 ふれあいデー 

17 金 性に関する講演会（２年生） 

18 土  

19 日  

20 月  

21 火  

22 水 
県公立高等学校入学者選抜学力検査 

学力テスト（１，２年生） 

23 木 天皇誕生日 

24 金 
県公立高校入学者選抜実技検査・面接 

学校運営協議会 

25 土  

26 日  

27 月 ⑤③②①④の授業 職員室入室禁止（3／24 まで） 

28 火 ①⑤⑥②③④の授業 

 
御 礼 

◇株式会社 山本地所 様より本校にご寄付

をいただきました。学校行事に活用させていた

だきます。本当にありがとうございました。 

○屋外用テント一式 三張り 

 善泉賞メータ－ 

        

 

 

現在１１００枚発行 

【推薦者内訳】 

生徒９０１枚 教員１８９枚 

市教委３枚  地域の方7枚 

 

 

 

 

一年生は黒姫高原、二年生は菅平高原で行った

今年度のスキー教室。参加した生徒は、この取組

を通して、自然に対する理解を深めるとともに、

集団生活での協調性や自律心を養うことができま

した。それぞれの成長や各学年の絆を感じられる

機会となり、有意義な二泊三日になりました。 

 

 

 

 

１月２５日（水）に行われた「幸手市子ども議

会」に、本校生徒会長の    さんが参加しま

した。議会では、「幸手市のエ 

ネルギー自給率と備蓄」につ 

いて質問しました。 

私たちが暮らす、よりよい 

街づくりに貢献できる貴重な 

機会になりました。 

幸手市子ども議会開催される！ 

第一、二学年スキー教室へ 

  

 

 

校内放送を通じて行った本講演会は、命の大切

さや、思春期の心と体の変化について学び、将来、

適切な行動がとれるようになることをねらいに行

いました。生徒は助産師の 

竹内理恵子先生のお話を 

前向きに聴いていました。 

今後の生活に生かしてほ 

しいと思います。 


